
























































































講演が同年 10月 20日から翌年の 3月までソウル・安東・大邱・光州・釜山などで開催さ
れており、朴鐘鴻は 12月 9日に安東で「退渓先生の教育思想」と題した講演を行った。ま
た、時期を前後して、「陶山書院の重修」が大統領令によって 1969年 4月より 9,660万ウォ
ンの予算で「陶山書院浄化事業」として行われ、翌年 12月 8日には朴正熙が自ら「陶山書
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1584）の銅像が 1968年 8月 9日にソウルの社稷公園に建てられた。
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